
【評価の実際】

一次関数の利用(２／４時)では，数学的な見方や考え方について，単元における総括の資料とするた

めの評価を行います。携帯電話の通話時間と通話料の関係を表した３つのグラフを基にして，それぞれ

のプランがどのような場合(通話時間)に安くなるか，また，そのことが分かる理由は何かを説明できる

かどうかを評価します。

学習活動の５で，課題２のＡプランで得になる理由をグラフを基にして全体で確認しました。その後，

ＢプランとＣプランの説明に取り組ませ，授業後にワークシート№３を回収して個別に評価をしました。

〔評価規準〕

・ 一次関数を用いて調べたり，予測したりした結果が適切であるかどうか振り返って考えることが

できる。 【数学的な見方や考え方】

〈生徒の記述より〉

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)

・ＢプランとＣプランの得な場合について，グラフを用いて説明している。

全体で答え合わせをする際，連立方程式に必要な２つの式を確認させ，各自で連立方程式を解いて，

交点の座標を確認するように指示しました。

単元における総括の資料としては，「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と判断し記録に残しました。

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)：２つのプランの得な場合について，グラフを用いて，説明す

ることができる。

「十分満足できる」状況(Ａ)：２つのプランの得な場合について，グラフと連立方程式の解を

用いて，的確に説明することができる。



「十分満足できる」状況(Ａ)

・ＢプランとＣプランの得な場合について，グラフと連立方程式の解を用いて，的確に説明している。

単元における総括の資料として，「十分満足できる」状況(Ａ)と判断し記録に残しました。

※ 「努力を要する」状況(Ｃ)と判断された生徒

に対しては，ワークシート返却時に，ワークシ

ート№２を使って支援を行いました。

具体的には，ワークシートの中のグラフを用

いて，グラフの交点やグラフの上下関係を確認

させました。そのことを踏まえて，Ｂプランと

Ｃプランの得な場合について，説明できるよう

に助言していきました。

以上のような適切な指導を行い，単元テスト

では「おおむね満足できる」状況(Ｂ)以上の評

価になるようにします。

〔ワークシート№２〕



〔ワークシート№２のグラフ〕

０分以上 100 分以下の場合，

Ａプランのグラフが１番下

にあるから，料金が１番安

い。

100 分以上 125 分以下の場合，

Ｃプランのグラフが１番下に

あるから，料金が１番安い。

125 分以上の場合，Ｂ

プランのグラフが１

番下にあるから，料金

が１番安い。


